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文献一覧  
本文の最後に「文献」という章を設けます。ただし、通常の章とはちがい、セクション番号をつけま

せん。本文で引用した文献はすべてここに掲げます。 

文字は、本文よりも 1 段階小さいものを使います。1 行にひとつの文献を書きます。行の先頭を全角

2 字分「ぶら下げインデント」します。Word を使用する場合はメニューの「書式」→「段落」で「最

初の行」を「ぶら下げ」、「幅」を「2 字」に設定してください。 

文献は著者名のアルファベット順にならべます。著者名がアルファベット以外の文字で書かれている

場合は、その言語の慣習にしたがってローマ字化したものを考えて、その順序にしたがってならべて

ください。おなじ著者の書いた文献のなかでは、出版年の順にならべます。 

個々の文献の情報の書き方は、以下の書式にしたがいます。ただし、以下の書式は、本文が日本語で

書かれている文献を対象としたものです。英語その他の言語で書かれた文献については、「日本語以

外の文献」の項をみてください。 

一般的な形式はつぎのとおりです。 

 

【書籍・報告書】著者（出版年）『標題』出版社．  

【編書中の論文】著者（出版年）「論文標題」編者『編書標題』出版社，pp. ページ範囲．  

【雑誌論文】著者（出版年）「論文標題」『雑誌名』巻号，pp. ページ範囲．  

【学位論文】著者（提出年）『標題』（卒業論文・修士論文・博士論文の別（年度がわかればそれ

も），提出先機関名）．  

 

著者等について  

 著者が複数いる場合は、ナカグロ（・）で区切ります。多数の著者がいる場合も、全員の名前

を省略せず書きます。  

 名－姓の順になっている著者名については、姓を前に出し、その後に全角コンマをおき、その

後に名のアルファベット頭文字を記してピリオドをつけます。たとえば「ポリー・ザトラウス

キー」は「ザトラウスキー，P．」とします。  

 編者・監修者については、著者と同様に書き、最後に（編）（監修）をつけます。  

 

出版年について  

 増刷・改版を重ねた書物の場合、奥付にいくつもの日付が載っていることがあります。このよ

うな場合は、内容の改訂が最後におこなわれた年を採用します。たとえば 1980 年出版の本の

増補改訂版が 1989 年に出てその後増刷を重ねている場合、出版年は「1989」とします。  

 出版年がわからない場合は（n.d.）と書きます（no date の略）。  

 近々出版になることが決まっている文献の出版年は（forthcoming）と書きます。  



 著者名・出版年がまったく同一の文献については、出版年に "a, b, c, ..." のアルファベット小文

字をつけて区別します。たとえば（2000a）（2000b）のようにします。  

 

標題について  

 論文の標題は「」、書籍や雑誌の標題は『』で囲みます。  

 特に注記すべき事項がある場合は、標題のあとにカッコでくくって示します。たとえば、報告

書の性格、翻訳者名、叢書名など。  

 

出版社について  

 日本国外の出版社については、所在地をカッコでくくって示します。所在地は（都市名，州名

など，国名）の順で書きます。州名・国名には、一般に使われている略号を使ってかまいませ

ん。また、著名な都市の場合には、州名や国名は省略して、都市名だけでかまいません。たと

えば「East-West Center（Honolulu）」のようにします。  

 日本国内の出版物でも、小規模な研究会や民間の研究所、その他識別に困る可能性がある場合

には、所在地を示します。  

 個人が発行した文献については、その個人を出版社とみなします。その場合、その人の所属を

カッコでくくって示します。  

 一時的な組織（たとえば特定の研究のための研究プロジェクトなど）が発行した文献について

は、その組織を出版社とし、そのあとにカッコでくくって代表者とその所属を書きます。  

 雑誌の場合、通常は出版社を書きません。これは、雑誌の創刊の際には重複しないように名前

をつけるのが原則となっているために、雑誌名だけでたいてい区別できるからです。しかし、

まれに雑誌名が重複しているケースがあります。その場合には出版社または発行者をつけて区

別します。たとえば「『文学論集』10, 佐賀大学文理学部, pp. 24-34」のように書きます。  
 
雑誌の巻・号について  

 「巻」「号」「集」「Vol.」「No.」等は省略します。漢数字やローマ数字で巻・号が表されて

いる場合も、すべてアラビア数字 (1, 2, 3, ….) で書きます。  

 巻と号 (Vol. と No.) の 2 段階からなる番号については、号数を半角カッコでくくります。たと

えば「33 巻 4 号」は「33 (4)」のようにします。ただし、巻ごとのとおしのページ番号を持つ

雑誌の場合は、号数は省略してかまいません。  

 2 号以上が合併されてひとつの号にまとまっている場合は、号数を半角スラッシュ (/) で区切っ

て列記します。たとえば 33 号と 34 号の合併号は 「33/34」と書きます。10 巻 1 号と 10 巻 2 号

の合併号は「10 (1/2)」と書きます。  

通常の文献以外のもの  

論文で引用する情報は、永続的に参照できるもので、確実に同定できるものであることが原則です。

ですから、下記のようなものはなるべく引用するべきではありません。おなじ情報が本や雑誌にのっ

ているなら、そちらを引用してください。 

ほかで入手できない情報であれば、やむをえず下記のようなものを引用することになります。その場

合は、以下の規則にしたがってください。 



 新聞記事 
新聞にはいろいろな版があって特定がむずかしいので、縮刷版をつかう。縮刷版なら通常の書

籍と同様にあつかえる。  

 インターネット上の情報 
著者（年号）「標題」<URL> 閲覧日付． 
の形式で文献一覧に載せる。 (インターネット上の情報は頻繁に改訂されたりなくなったりす

るため、閲覧日付が重要になる。The Internet Archive <http://www.archive.org> などで過去の情報

を探すときに使う。)  

 口頭発表 
学会報告の要旨集は、ふつうの雑誌と同様にあつかって文献一覧に載せる。 
発表の際の配布資料は、文献一覧には載せない。どうしても言及する必要があれば、文中また

は脚注で紹介する。  

 未発表の論文 
著者（年号）「論文名」著者名（所属）． 
の形式で文献一覧に載せる。  

 私信 
文献一覧には載せない。どうしても言及する必要があれば、著者の了解をえたうえで文中また

は注で紹介する。  

日本語以外の文献  

本文が英語で書かれている文献についても、日本語文献と基本的におなじ規則を適用します。ただし、

つぎの点がちがいます 

 ふたりの共著については、著者名を " and " または " & " で区切ります。  

 3 人以上の共著については、著者名をコンマ（, ）で区切り、最後のひとりの前に " and " また

は " & " を置きます。  

 （編）のかわりに (ed.)、（ほか）のかわりに (et al) を使います。  

 論文標題は 2 重引用符 “”で囲み、ピリオドをつけます。  

 書籍・雑誌・学位論文の標題はイタリック体で書き、ピリオドをつけます。  

 記号類は半角のものを使います。記号の前後のスペースの入れ方 (前回資料参照) に注意してく

ださい。  

その他の言語の文献を引用する場合については、上記の日本語／英語のルールを準用するか、各言語

圏の標準のルールを使用してください。ただし文献情報の各要素を配列する順序については、どの言

語の文献についても上記のルールを適用します。  
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